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養育者と子どもの会話における「てもらう」の使用と言語社会化 

 
日本語学 博士前期課程 2年 

乾 友紀 
 

はじめに 

日本語は恩恵の授受に敏感な言語であり、授受表現による恩恵の明示は日本語らしい表

現にとって重要な役割を演じているとされる1。従来、授受表現は、構文的特徴や方言の観

点から研究がなされ、親子の会話や子どもの発話、「言語社会化（language socialization）
2」という観点については着目されてこなかった。では、日本語を獲得する過程にある子ど

もは、どのように授受表現を使用し、また、その使用を通してどのように日本社会の規

範・文化的価値観を理解・再生産していくのだろうか。近年、「てあげる」について、親

子の発話に着目した研究が見られ、養育者の発話では、聞き手（兄/姉）に何らかの行為を

するよう指示をする「行為指示」3が多いこと、言語社会化と関わりのあることが指摘され

ている4。「てあげる」・「てもらう」は恩恵の意を含む点で共通するが、異なる方向を示す

ことができる。本発表は、家庭内の「てもらう」使用について、主に間接的行為指示（命

令形などを使用せず、間接的に指示する）としての実践を示し、日本語を獲得する過程に

ある子どもの言語社会化の観点から、年長者は年少者を支援するものであるという人間関

係における規範が伝えられていることを明らかにする。 

 

1．調査方法 

関西在住の 4組の養育者と子ども（3歳~6歳の兄/姉、弟/妹）を対象とし、2020年 8月

~2021年 3月に、各家庭で月に 1回約 1時間のビデオ撮影を 6回行い（計 24時間）、家庭

内の「てあげる」「てもらう」「てくれる」使用に着目した。本発表では、主語が行為の受

け手となる「てもらう」に焦点を当てることで、間接的行為指示の実践を明らかにする。 

 

2．分析方法 

本発表では、会話分析の手法を用いて言語行動及び非言語行動（視線や身体の向きな

 
1 庵功雄（2001）『新しい日本語学入門ことばのしくみを考える』東京:スリーエーネットワーク 
2 Ochs, E. & Schieffelin, B. B. (1984). Language acquisition and socialization: Three developmental 

stories and their implications Culture theory: essays on mind, self, and emotion. Cambridge: 
Cambridge University Press. pp.277-320. 

3 熊取谷哲夫（1995）「発話行為から見た依頼表現-発話行為から談話活動へ-」『日本語学』14-
11, pp.12-21, 明治書院 

4 遠藤智子（2015）「 構文の使用と社会的規範 -家庭内相互行為における『てあげる』構文を例に

⁻」『日本認知言語学会論文集』15: 171-182 

における出版サブコーパス・図書館サブコーパス・特定目的サブコーパスの調査

結果は概ね同じような傾向を示していることが分かる。また、擬音表記はマンガに描かれ

た動きの緊張感やスピード、動作の余韻を強調する、または描写している様態が時間的に

長く持続していることを表すなど、表現の効果を高めるために、語末に「っ」・「ん」・

「ー」を数多く使用していることが考えられると思われる。

複数のオノマトペ標識が現れる場合、 における つのサブコーパスは、ともに

「ーっ」が一番多く、次いで「ーん」、「んっ」である。擬音表記では同じように「ーっ」

が一番多く、次いで「ーん」、「んっ」である。それはオノマトペでは、長音の後に促音と

撥音が付きやすいことに関わると考えられる。これはオノマトペでは、オノマトペ標識の

長音は、語末の撥音の前の母音、及び語末の促音の前の母音に限られることに関わると考

えられる。

今回の調査で、 を利用して、オノマトペ標識を通して擬音表記と既存のオノマト

ペの共通点、および相違点ついて見てきた。しかしマンガという特殊なサンプルに限られ

るので、小説、現代詩などについても同様な調査が望まれると考えられる。

【参考文献】

・角岡賢一 『日本語オノマトペ語彙における形態的・音韻的体系性について』くろしお出版

・田守育啓 ローレンス・スコウラップ 『オノマトペ－形態と意味－』くろしお出版 使用した

のは 年第 版である

・浜野祥子 『日本語のオノマトペ―音象徴と構造―』くろしお出版

・

36,Osaka Women’s Univers

【使用したコーパス】

： ー 最終確認： 年 月 日

【調査した資料】

空知英秋 『銀魂 巻』集英社 空知英秋 『銀魂 巻』集英社 空知英秋 『銀魂

巻』集英社 空知英秋 『銀魂 巻』集英社 空知英秋 『銀魂 巻』集英社 荒木飛呂彦

『ジョジョの奇妙な冒険 ジョジョリオン巻 』集英社 荒木飛呂彦 『ジョジョの奇妙

な冒険 ジョジョリオン巻 』集英社 荒木飛呂彦 『ジョジョの奇妙な冒険 ジョジョリ

オン巻 』集英社 荒木飛呂彦 『ジョジョの奇妙な冒険 ジョジョリオン巻 』集英社 荒木飛

呂彦 『ジョジョの奇妙な冒険 ジョジョリオン巻 』集英社 吾峠呼世晴 『鬼滅の刃巻

』集英社 吾峠呼世晴 『鬼滅の刃巻 』集英社 吾峠呼世晴 『鬼滅の刃巻 』集英社 吾峠

呼世晴 『鬼滅の刃巻 』集英社 吾峠呼世晴 『鬼滅の刃巻 』集英社
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明らかである。また、兄の発話に途切れなく続く形で母がそれぞれの取るべき行動を説明

している（14行目）。その後 1秒の間が生じ兄妹共に返答をしていないが、その後兄と妹

の発話が重なり、兄は「まさとしも」と発話することで自身も画面を見たいということを

示し、妹は「いいよ。」と母の提案を受諾し、兄に「持って」と指示すると同時にスカー

トを手渡している（16-17行目）。 

この事例においては、母から妹に対する「てもらって」を使用した発話が間接的に兄に

対する行為指示となり、兄が妹の利益となる行為を行うこととなる。それにより、兄妹に

よる協働での活動が可能となっている。 

 

4．子どもの発話 

 以下の事例では、子どもが養育者に対して「てもらう」を使用した発話をすることによ

り、間接的に行為指示を行っている。 

事例 2（2021年 2月 12日）母、兄はやと（6;8）、弟きよと（4;7）（すべて仮名） 

 兄弟がそれぞれ学習ドリルをしており、母がそばでその様子を見ている。 

01 母： オッケ:じゃあは｟ドリルに丸を付ける｠ 

02 弟： できた。 

03 母： シール 

04  （1.3） 

05 兄：→ 貼ってもらってだって。 

06  （2.1）｟母がページをめくる音｠ 

  （07-14行目中略 母がシールを探している） 

15 母： はい。｟シールを取って兄に手渡す｠ 

16  （0.7） 

17 兄：→ あ、じ-貼ってもらうんだよ。｟母にシールを返す｠ 

18  （0.6） 

19 母： hhhいいの？お母さん貼って=貼りたいのかなと思って。｟ドリルにシールを貼る｠ 

20  （0.6） 

21 兄： ありがとう:::::。 

兄弟それぞれの監督をしている母が「オッケ」と兄の課題が終わったことを認めてドリ

ルに丸を付け（01行目）、ご褒美のシールに言及する（03行目）。その続きを補うように

兄が「貼ってもらってだって。」と発話し、協働で発話を完了させている（05行目）。兄は

「てもらう」を使用した発話により、自身が行為の受け手であること、貼るという行為を

行うのは自分ではない他者であるということを示す。しかし、母はそれには応答せずにシ

ールを探しており、シールを見つけると「はい。」と兄に手渡す（15行目）。この行為は、

兄にシールを貼るよう指示するものである。それに対して兄は再度「てもらう」を使用

し、「貼ってもらうんだよ。」と発話することで、あくまでも自身は行為の受け手であると

ど）について詳細に分析する。会話分析は、録音・録画をデータとし、その書き起こしを

用いて分析を進めるものであり、文脈の中で発話を捉える研究手法である。まず、事例の

詳細な分析を行い、次に、その分析を通して日本の文化・社会の観点から考察を行う。 

 

3．養育者の発話 

 以下の事例では、養育者が妹に対して「てもらう」を使用した発話をすることで、間接

的に兄に行為指示（会話の参与者になんらかの行為をさせるための発話）を行っている。 

事例 1（2020年 9月 18日）母、兄まさとし（6;1）、妹かんな（4;2）（すべて仮名） 

抜粋の前、兄妹はカメラに物を近づけ、その色が画面に映る様を「～色の世界」と名付

け遊んでいた。事例の初め、妹がスカートを持ち、カメラに映す材料として提示する。 

01 妹： じゃ（0.7）じゃこの（0.2）ピンクの(.)ピンクのさ世界｟ピンクのスカートを手に取る｠ 

02  (0.7) 

03 母： ピンクの世界？ 

04  妹： うん。 

   （05-09行目中略） 

10 母：→ かんながや（1.1）やりながらだと見れないからまさとしにやってもらって、ピンクの世界

見たら？｟指でつまんで持ち上げるような動作をする｠ 

11  （1.9）｟兄妹ともに母を見る｠ 

12  妹： 誰かやるの？最初から。 

13  兄： まさとしが＝｟かんなが持っているスカートを取ろうとする｠ 

14  母： ＝まさとしが:持って:ピンクの世界やるから:かんなが画面見たら゜いいんじゃない゜？ 

15  （1.0） 

16 兄： [まさとしも 

17 妹： [いいよ。まさとしこれ持って。｟兄にスカートを渡す｠ 

母は、妹に対して「やりながらだと見れないから」と理由を説明した後、「まさとしに

やってもらって、ピンクの世界見たら？」と提案し、段取りを説明する（10行目）。これ

により、兄がスカートを持ち、妹がカメラの画面を見るという役割が付与される。妹に対

して「まさとしにやってもらって」と発話することで、間接的に兄に指示を出していると

言える。そして、兄と妹が協力して一つの遊びを行うよう活動への参与も変化している。

しかし、妹は誰がスカートを持つ/見るかが理解できず、12行目で「誰かやるの？」と修

復5を開始している。一方で、兄は「まさとしが」と自身を主語とする発話を開始する（13

行目）。その続きは発話されないが、発話と同時に妹の持つスカートを取ろうとすること

から、母の発話意図を理解し、自身の役割（スカートを持つこと）を認識していることは

 
5 Schegloff, E. A., Jefferson, G. & Sacks, H. (1977). Preference for self-correction in the organization of 

repair in conversation. Language 53, 361-382. 

28

第5回若手研究者フォーラム要旨集cc2018.indd   28 2022/03/10   8:04:21



明らかである。また、兄の発話に途切れなく続く形で母がそれぞれの取るべき行動を説明

している（14行目）。その後 1秒の間が生じ兄妹共に返答をしていないが、その後兄と妹

の発話が重なり、兄は「まさとしも」と発話することで自身も画面を見たいということを

示し、妹は「いいよ。」と母の提案を受諾し、兄に「持って」と指示すると同時にスカー

トを手渡している（16-17行目）。 

この事例においては、母から妹に対する「てもらって」を使用した発話が間接的に兄に

対する行為指示となり、兄が妹の利益となる行為を行うこととなる。それにより、兄妹に

よる協働での活動が可能となっている。 

 

4．子どもの発話 

 以下の事例では、子どもが養育者に対して「てもらう」を使用した発話をすることによ

り、間接的に行為指示を行っている。 

事例 2（2021年 2月 12日）母、兄はやと（6;8）、弟きよと（4;7）（すべて仮名） 

 兄弟がそれぞれ学習ドリルをしており、母がそばでその様子を見ている。 

01 母： オッケ:じゃあは｟ドリルに丸を付ける｠ 

02 弟： できた。 

03 母： シール 

04  （1.3） 

05 兄：→ 貼ってもらってだって。 

06  （2.1）｟母がページをめくる音｠ 

  （07-14行目中略 母がシールを探している） 

15 母： はい。｟シールを取って兄に手渡す｠ 

16  （0.7） 

17 兄：→ あ、じ-貼ってもらうんだよ。｟母にシールを返す｠ 

18  （0.6） 

19 母： hhhいいの？お母さん貼って=貼りたいのかなと思って。｟ドリルにシールを貼る｠ 

20  （0.6） 

21 兄： ありがとう:::::。 

兄弟それぞれの監督をしている母が「オッケ」と兄の課題が終わったことを認めてドリ

ルに丸を付け（01行目）、ご褒美のシールに言及する（03行目）。その続きを補うように

兄が「貼ってもらってだって。」と発話し、協働で発話を完了させている（05行目）。兄は

「てもらう」を使用した発話により、自身が行為の受け手であること、貼るという行為を

行うのは自分ではない他者であるということを示す。しかし、母はそれには応答せずにシ

ールを探しており、シールを見つけると「はい。」と兄に手渡す（15行目）。この行為は、

兄にシールを貼るよう指示するものである。それに対して兄は再度「てもらう」を使用

し、「貼ってもらうんだよ。」と発話することで、あくまでも自身は行為の受け手であると

ど）について詳細に分析する。会話分析は、録音・録画をデータとし、その書き起こしを

用いて分析を進めるものであり、文脈の中で発話を捉える研究手法である。まず、事例の

詳細な分析を行い、次に、その分析を通して日本の文化・社会の観点から考察を行う。 

 

3．養育者の発話 

 以下の事例では、養育者が妹に対して「てもらう」を使用した発話をすることで、間接

的に兄に行為指示（会話の参与者になんらかの行為をさせるための発話）を行っている。 

事例 1（2020年 9月 18日）母、兄まさとし（6;1）、妹かんな（4;2）（すべて仮名） 

抜粋の前、兄妹はカメラに物を近づけ、その色が画面に映る様を「～色の世界」と名付

け遊んでいた。事例の初め、妹がスカートを持ち、カメラに映す材料として提示する。 

01 妹： じゃ（0.7）じゃこの（0.2）ピンクの(.)ピンクのさ世界｟ピンクのスカートを手に取る｠ 

02  (0.7) 

03 母： ピンクの世界？ 

04  妹： うん。 

   （05-09行目中略） 

10 母：→ かんながや（1.1）やりながらだと見れないからまさとしにやってもらって、ピンクの世界

見たら？｟指でつまんで持ち上げるような動作をする｠ 

11  （1.9）｟兄妹ともに母を見る｠ 

12  妹： 誰かやるの？最初から。 

13  兄： まさとしが＝｟かんなが持っているスカートを取ろうとする｠ 

14  母： ＝まさとしが:持って:ピンクの世界やるから:かんなが画面見たら゜いいんじゃない゜？ 

15  （1.0） 

16 兄： [まさとしも 

17 妹： [いいよ。まさとしこれ持って。｟兄にスカートを渡す｠ 

母は、妹に対して「やりながらだと見れないから」と理由を説明した後、「まさとしに

やってもらって、ピンクの世界見たら？」と提案し、段取りを説明する（10行目）。これ

により、兄がスカートを持ち、妹がカメラの画面を見るという役割が付与される。妹に対

して「まさとしにやってもらって」と発話することで、間接的に兄に指示を出していると

言える。そして、兄と妹が協力して一つの遊びを行うよう活動への参与も変化している。

しかし、妹は誰がスカートを持つ/見るかが理解できず、12行目で「誰かやるの？」と修

復5を開始している。一方で、兄は「まさとしが」と自身を主語とする発話を開始する（13

行目）。その続きは発話されないが、発話と同時に妹の持つスカートを取ろうとすること

から、母の発話意図を理解し、自身の役割（スカートを持つこと）を認識していることは

 
5 Schegloff, E. A., Jefferson, G. & Sacks, H. (1977). Preference for self-correction in the organization of 

repair in conversation. Language 53, 361-382. 
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アルメニアのポップフォークにおける政治性
―ユーロヴィジョン・ソング・コンテストを中心に―

音楽学 博士前期課程２年
木村 颯

 
はじめに
ユーロヴィジョン・ソング・コンテスト（ 以下 ）は欧

州で行われているポピュラー音楽の祭典である。 年に第一回大会が開催され、以
降年に一度の恒例行事として行われてきた。欧州放送連合（

以下 ）に加盟する放送局によって選出された各国の代表が一堂に会し、
その年の一位を決める。国の代表が競い合うというコンテストの性質上、国際的な政
治問題やナショナリズムと結び付けることが容易に可能だが、大会の政治的利用は規
約によって禁止されている。しかし実際はこれまでに様々な政治問題が前景化し、議
論を呼んできた。
ソ連崩壊以降、旧東側ブロックの国々が相次いで新たに に参加してきたが、黒

海とカスピ海に挟まれたコーカサスと呼ばれる地域に位置するアルメニアも 年
からこの に参加している。 で披露される楽曲は、欧米を中心に発展してきた
ポピュラー音楽という枠組みを踏襲しているものの、国としての個性を出すことを求
められた結果、ポピュラー音楽と民俗／民族音楽が融合した楽曲も数多く見られる。
「アルメニアの」ポピュラー音楽として大会での存在感を高めるために、アルメニア
も様々な形で「アルメニアらしさ」を持つポピュラー音楽を検討してきた。単なる商
業音楽を越え、「国の代表」という概念を付与された楽曲及び歌手の中には、その自
覚を強く持つがゆえに政治的な問題に発展するものも存在する。
本研究では、まず のアルメニア代表がポピュラー音楽と民俗／民族音楽を融合

させた事例に焦点をあて、そこでどのような表現方法がとられたかを検討する。その
事例に関連して、 において起こったアルメニアとアゼルバイジャンの政治的対立
について検討する。最後に 出場歌手のその後の活動を追うことにより、ポップフ
ォークが民族主義と結びつく可能性を示唆する。

 
ポップフォークと アルメニア代表
本研究では、音楽的、主題的側面において民俗的／民俗的な要素を含みつつ、それ

らをドラムとベースを核とする西洋ポピュラー音楽の様式と融合させた音楽を「ポッ
プフォーク」とする。アルメニアには、「ラビズ」というジャンル名のポップフォー

主張する（17行目）。そして、兄はこの発話と同時に手渡されたシールを母に返してお

り、母が行為を行うということを示している。シールを返された母は笑いを交えて「いい

の？お母さん貼って」と確認をしながらシールを貼る（19行目）。その行為に対して兄は

「ありがとう」と発話し、他者からある行為をし「てもらった」ことに感謝を示す。 

この事例において、兄は「てもらう」を使用して自身が受け手であることを主張し、また、

シールを返すという非言語行動により、その与え手が母であるということを示す（05，17行

目）。そして母がそれを受諾し（19行目）、兄はその行為に対して感謝を表明する（21行目）。 

 
5．言語を通して伝えられる人間関係における規範 

養育者は、弟/妹を聞き手としながらも間接的に兄/姉に行為指示を行うために「てもら

う」を使用している。兄/姉は、養育者の弟/妹に対する発話を聞き、弟/妹に対して行為の

与え手となろうとするのである。養育者が「てもらう」の使用により間接的に行為指示を

行うというのは、先行研究には見られなかった新たな知見である。養育者による直接的な

行為指示は明瞭であるというメリットがあると同時に兄/姉からの反発を招くという可能性

もある。一方、間接的な行為指示は兄/姉に選択の余地があり、反抗を抑止する効果がある

と考えられる。そして、養育者からの弟/妹に対する発話を聞いた兄/姉は、弟/妹に対して

行為の与え手となるために行動する。その結果、兄/姉と弟/妹が協働で活動を行うように

なる、あるいは、2人以上でなければできない作業が可能になるのである。 

養育者は、年長者は年少者をサポート・手助けする存在であるという人間関係における

規範を示すことで、兄/姉の弟/妹に対する思いやりの心を育み、兄/姉という立場を自覚さ

せようとしている。また、子どもは、幼児期より間接的行為指示を理解し、年長者が行為

の与え手となり、年少者が行為の受け手であるということを学んでいくと考えられる。 
子どもの発話では、兄/姉が、養育者に対して「てもらう」を使用することによって、自

身が行為の受け手であるということを示し、間接的に養育者に指示を出す事例が見られ

た。また、弟/妹による使用は見られず、母が妹に対して「てもらう」を使用する事例にお

いて、母の発話を理解していない場面が見られ、「てもらう」を習得する過程にあること

を示唆するものであると考える。 

 

トランスクリプトに使用した記号 

記号 意味 : 音の伸ばし(一つで 0.1秒を示す) 

(数字) 0.2秒以上の間（数字は秒数） [  ] 発話が重なる部分     

(.) 0.1秒以下の間 下線 強調されている部分                 

？ 上昇イントネーション = 間がなく繋がっている発話            

゜゜ 音が小さい部分 h 笑い                              

- 発話が途切れている部分 ｟ ｠ 注釈 
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